
花
と
緑　

の
の
い
ち　

　

椿
ま
つ
り　
２
０
１
９
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29
回
目
の
椿
ま
つ
り

　
３
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰
の
２
日
間
、
文

化
会
館
フ
ォ
ル
テ
や
教
育
セ
ン
タ
ー
、

野
々
市
中
央
公
園
を
会
場
と
し
て
、
毎
年

恒
例
の
「
花
と
緑　
の
の
い
ち　
椿
ま
つ

り
２
０
１
９
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
文
化
会
館
フ
ォ
ル
テ
に
は
市
内
で
育
っ

た
た
く
さ
ん
の
ツ
バ
キ
が
飾
ら
れ
、
訪
れ

た
人
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
花
と

緑
の
市
や
特
産
物
市
も
開
催
し
、
多
く
の

人
が
椿
苗
や
市
の
特
産
物
を
求
め
て
列
を

作
り
ま
し
た
。
大
ホ
ー
ル
で
は
椿
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
テ
ー
ジ
が
催
さ
れ
、
15
団
体
が
魅

力
溢
れ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
ま

し
た
。

　
野
々
市
中
央
公
園
で
は
ガ
イ
ド
が
の
の

い
ち
椿
館
や
椿
山
を
案
内
す
る
ツ
ア
ー
も

開
催
し
、
訪
れ
た
人
は
さ
ま
ざ
ま
な
知
識

を
学
び
な
が
ら
ツ
バ
キ
の
観
賞
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
の
の
い
ち
里
ま
ち
倶
楽
部
の
「
椿
の
里

ち
ょ
こ
っ
と
ウ
ォ
ー
ク
」
や
情
報
交
流
館

カ
メ
リ
ア
の
「
野
々
市
シ
ャ
ル
ソ
ン
」
も

同
時
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
市
内
外
か
ら
訪

れ
た
多
く
の
人
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
交
流

を
楽
し
む
週
末
と
な
り
ま
し
た
。

アート・オブ・ツバキ

のっティも会場に登場

つばき食堂 椿オリジナルステージののいち椿館

花と緑の市
椿の里ちょこっとウォーク

樹齢約 50年のツバキ「野々市」

特産物市

大
会
結
果

囲
碁
大
会

Ａ
級　
　
①
上
島
功　
②
吉
田
昌　
　

　
　
　
　
③
村
田
明
、
橋
爪
健
治

Ｂ
級　
　
①
神
田
達
彦　
②
大
西
英
明

　
　
　
　
③
竹
島
弘
幸
、
徳
田
耕
太
郎

Ｃ
級　
　
①
魚
章　
②
田
ノ
岡
忠
夫　

　
　
　
　
③
富
山
征
夫
、
寺
崎
元
廣

将
棋
大
会

Ａ
級　
　
①
澤
田
完
太　
②
佐
藤
漣　

　
　
　
　
③
山
岸
和
哉
、
船
喜
洋

Ｂ
級　
　
①
辻
大
輔　
②
朝
日
三
男

　
　
　
　
③
高
村
優
駿
、
窪
政
紀

Ｃ
級　
　
①
礪
波
克
幸　
②
鶴
井
皐
樹

　
　
　
　
③
岩
﨑
友
哉
、
藤
田
美
喜
男

小
学
生
の
部

　
　
　
　
①
坂
下
僚　
②
池
上
礼
翔

　
　
　
　
③
礪
波
泰
正
、
華
山
拓
士

ジ
ュ
ニ
ア
椿
絵
画
展

（
優
秀
賞
）
田
代
咲
心
、
山
田
璃
乃
、
櫻

井
涼
一
、
大
岸
直
翔
、
安
田
称
音
、
砺
波

承
太
郎
、
岩
崎
蒼
、
押
田
倖
由
樹
、
竹
澤

杏
璃
、菊
池
和
子
、將
野
律
歌
、樋
口
怜
良
、

安
食
拓
海
、
川
岸
千
紗
、
山
田
唯
愛
、
竹

内
佑
、
西
村
安
裡
、
濱
田
徠
心
、
﨑
村
琉

可
、
大
野
敬
介
、
山
田
ひ
な
た
、
槻
潤
那
、

山
根
拓
人
、
田
中
悠
椰
、
西
川
十
思
、
大

野
香
菜
、
グ
エ
ン
・
レ
ー
・
ニ
ャ
・
ハ
ン
、

小
林
く
る
み
、
𠮷
村
真
愛
、
西
村
陽
奈

お礼
　椿まつりを盛会のうち
に終えることができまし
た。ひとえに皆さまのご
理解とご協力の賜物と心
から感謝し、お礼申し上
げます。

花と緑ののいち椿まつり実
行委員会

大
会
結
果

Ａ
級　　

①
上
島
功　

②
吉
田
昌　　

　
　
　
　

③
村
田
明
、
橋
爪
健
治

小
林
く
る
み
、
𠮷
村
真
愛
、
西
村
陽
奈
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